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白平戸市役所も参加しています。

◎今月の表紙

◎人口の動き
■平戸市人口／35,762人（－32）
　男性／16,754人（－24）
　女性／19,008人（－8）
■世帯数　14,398戸（－2）
※（ ）は、前月との比較

平成23年10月1日現在

　9 月24日、25日の両日に
開催された「第5回ひらどツー
デーウォーク2011」からの一
コマ。田助小学校の2年生か
ら6年生までの児童13人がそ
れぞれ20・30㎞コースを歩
きました。13人全員が見事に
完歩しました。お揃いのピン
クの服は、バレーボール部の
トレードマーク。元気いっぱ
いの田助っ子たちでした。

　9月に開館した平戸オラ
ンダ商館が早くも入館者1
万人を突破しました。この
数字は、当初の予想よりも
早いペースのようで、当日
の朝に「もう突破しそうだ
よ」と商館の担当者から連
絡が入ってきました。秋か
ら冬にかけて平戸の食材は、
おいしさを増す季節になり
ます。観光客も増加します。
多くの人が訪れてくれるこ
とで「平戸」オランダ商館が、
ますます盛り上がると期待
しています。

　いろんな「秋」があるなか
で芸術の秋を楽しもうと、
第56回県展を佐世保市の
島瀬美術センターで鑑賞し
ました。会場に入ってすぐ
目に飛び込んできたのは、
彫刻部門で県知事賞を受賞
された糟谷さんの作品。優
しくて美しい女性像をしば
らく眺めていました。私事
ですが、ある人に勧められ
て昨年から県展に作品を出
しています。結果は今年も
入選。作品を鑑賞後、新た
な目標ができました。
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みんなの図書館
市長体験記・カピタン日記
市長のトップ対談シリーズ07
市民の声＆読者プレゼントコーナー
まちのひとびと
平戸市からのお知らせ
情報ひろば
人口の動き・編集室からひとこと

知っていますか平戸市の財政状況
マスコットキャラクターを活用して
平戸オランダ商館の開館を盛り上げよう
健康・福祉いきいき通信⑰
平戸遺産・学びの達人
平戸新あご祭り・ツーデーウォーク
まちのできごと
平戸藩の秋めぐりイベント情報

Let‘sLet‘s runrun likelike thethe windwindLet‘sLet‘s runrun likelike thethe windwind
第14回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第14回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第14回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会

12月11日日

種　目

お問い合わせ・申込み
たびら中瀬草原クロスカントリー大会実行委員会たびら中瀬草原クロスカントリー大会実行委員会
（教委（教委田平分室田平分室内)内)Tel Tel 57‐0207　57‐0207　Fax 57‐2557Fax 57‐2557
たびら中瀬草原クロスカントリー大会実行委員会
（教委田平分室内)Tel 57‐0207　Fax 57‐2557

■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）
■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子
■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）
■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女
　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）
■5.0Km　高校男子、一般男子　■5.0Km　高校男子、一般男子　

■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）
■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子
■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）
■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女
　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）
■5.0Km　高校男子、一般男子　

参加料

申込方法
　申込書に必要事項を記入　申込書に必要事項を記入の上の上、参加料を添えてお、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。員会各分室、各公民館に備えています。

■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円
■高校生　800円　■小・中学生　500円■高校生　800円　■小・中学生　500円

　申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。

■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円
■高校生　800円　■小・中学生　500円

受　付／午前８時～
開　会／午前９時～（クラス別にスタート）
ところ／中瀬草原（田平町大久保免）

玄界灘を望む起伏の激しい草原のコース
にチャレンジしよう！

参加者募集参加者募集！！参加者募集！！

申込締切日　11月18日（金）必着

～ひらどツーデーウォーク2011～～ひらどツーデーウォーク2011～～ひらどツーデーウォーク2011～

みんなで励まし合いながら、みんなで励まし合いながら、
　　　汗と笑顔いっぱいで歩いたよ！　　　汗と笑顔いっぱいで歩いたよ！
みんなで励まし合いながら、
　　　汗と笑顔いっぱいで歩いたよ！
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知っていますか？平戸市の財政状況 決算報告

　市では、毎年２回「市の財政状況」を公表していますが、今回は、平成22年度
の決算の状況についてお知らせします。また、平成23年度上半期（４月～９月）
の予算執行状況、市有財産、市債残高についてもお知らせします。
お問い合わせ　財政課財政班　☎内線2354

平戸市の財政状況平戸市の財政状況平戸市の財政状況
平成22年度の決算状況についてお知らせします。知っていますか？

　 平成22年度の一般会計の決算額
は、歳入が248億3,888万円、歳出
が242億7,021万円となり、平成23
年度への繰越事業の財源を差し引く
と、2億1,530万円の黒字となりま
した。

　歳入は、前年度と比較して景気低
迷の影響などで市税が3.2％減少し
ましたが、地方交付税が7.1％増加し、
総額では金額で2億4,728万円、率
で1.0％の増となりました。
　そのうち、市税や使用料など市で
賄える「自主財源」は、18.3％でした。

主要
事業

市民一人当たり

67万3,723円を支出
※平成23年3月31日現在人口36,024人で計算

田平港シーサイドエリア整備事業

事業費　1億5,560万円事業費　3億8,227万円 事業費　2億2,039万円

小中学校校舎耐震整備事業和蘭商館復元整備事業

　歳出では、国の地域活性化対策や
定額給付金の終了により補助費など
が18.2％減少しましたが、子ども手
当の創設などにより扶助費が16.3％
増加し、総額では5億697万円、率
で2.1％の増となりました。

区　分 金　額

■市税の内訳

市 民 税

固定資産税

軽自動車税

市たばこ税

都市計画税

入 湯 税

10億5,276万円

13億3,592万円

8,927万円

1億8,612万円

5,478万円

2,496万円

事　業　名 事 業 費 事　業　名 事 業 費

◎収入の内訳グラフ

市税
27億4,381万円
（11.0 ％）

繰越金　
　8億2,835万円（3.3％）

地方交付税
112億151万円 
（45.1％）

国庫支出金
32億419万円
（12.9％）

市債
29億1,790万円
（11.8%）

県支出金
22億3,496万円
（9.0%）

地方消費税交付金など
　　7億2,410万円（2.9%）

使用料・手数料など
　9億8,406万円（4.0％）

依

存財源計（81.7％
）

自主財源計（18.3％）

248億
3,888万円

収入合計

■目的税の使いみち
都市計画税

街 路 整 備
市債償還（都市計画関係）

724万円
4,754万円
5,478万円

決算額区　　　分

合　　　計

入湯税

鉱泉源の保護管理施設整備
観 光 施 設 整 備
観 光 振 興

決算額区　　　分

合　　　計

473万円
907万円
1,116万円
2,496万円

◎支出の性質別内訳グラフ

公債費
36億7,384万円
（15.1%）

人件費
38億2,482万円
（15.8%）

扶助費
34億5,587万円
（14.2 %）

補助費等
27億9,541万円
（11.5%）

物件費
23億237万円
（9.5%）

積立金　
6億2,112万円（2.6%）

繰出金
14億8,653万円
（6.1%）

投資および出資金・貸付金　3億4,223万円（1.4%）

維持補修費　2億3,012万円（1.0%）

普通建設事業費
52億6,802万円
（21.7%）災害復旧事業費

2億6,988万円
（1.1%）

242億
7,021万円

支出合計

任
意
的
経
費（

32
.1%
） 義務的経費（

45.1%）

  投
資

的経費（22.8％）

◎支出の目的別内訳グラフ

公債費
36億7,384万円
（15.1%）

民生費
57億1,849万円
（23.6%）

総務費
31億6,162万円
（13.0%）

土木費
24億6,935万円
（10.2%）

消防費
10億1,218万円（4.2%）

農林水産業費
16億4,850万円
（6.8%）

商工費
5億9,783万円（2.5%）

その他
6億1,982万円（2.5%）

教育費
27億7,286万円
（11.4%）

衛生費
25億9,572万円
（10.7%）

242億
7,021万円

支出合計

■市民1人あたりの決算額

区　分 市民１人当たり

民 生 費

公 債 費

総 務 費

教 育 費

衛 生 費

土 木 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

そ の 他

合 計

15万8,741円

10万1,983円

8万7,764円

7万6,973円

7万2,055円

6万8,547円

4万5,761円

2万8,097円

1万6,596円

1万7,206円

67万3,723円

高齢者・障害福祉や子育て支援、生活保護など

借入金（市債）の返済

市役所の管理運営、地域振興、税務、戸籍事務など

学校教育、生涯学習、文化振興など

健康診査や予防接種、ごみ処理など

道路、街並み、市営住宅の整備など

農林水産業の振興、担い手育成など

消防や救急活動など

観光や中小企業の振興など

農地や道路などの機能回復、市議会運営など

内 　 　 　 　 容

◎決算の状況（一般会計）

収 入 総 額

支 出 総 額

差 引 額

翌 年 度 繰 越 額

実 質 収 支

245億9,160万円

237億6,325万円

8億2,835万円

5億9,715万円

2億3,120万円

区　分 平成21年度

248億3,888万円

242億7,021万円

5億6,867万円

3億5,337万円

2億1,530万円

平成22年度

2億4,728万円

5億　696万円

△2億5,968万円

△2億4,378万円

△1,590万円

対前年度増減額

漁 港 施 設 整 備 事 業
道 路 新 設 改 良 事 業
大久保団地公営住宅建設事業

防災行政無線施設整備事業
市 単 独 地 域 活 性 化 事 業

2億　311万円
6億　522万円
1億1,772万円

2億　228万円
2億6,525万円

決 算 報 告

一般会計収入
市の自主財源が18.3％

2億1,530万円の黒字決算

一般会計支出
前年度より５億円、2.1％の増加
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区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地

建 物

有価証券

基 金

債 権

出 資 金

出 捐 金

981万7,248㎡

25万1,995㎡

1,355万円

80億956万円

4億98万円

6,367万円

1億94万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

2億3,135万円
1億2,755万円
10億1,784万円
1億1,006万円
6,277万円
1,230万円

8億9,916万円
5億1,388万円
23億1,100万円
2億5,423万円
1億4,808円
2,469万円

3億5,931万円
4,136万円

10億1,721万円
4,526万円
4,357万円
0万円

◎市債の残高
　（市民1人当たり101万7,162円）

◎一時借入金の状況
　平成23年９月30日現在は、
ありませんでした。

一般会計

水道事業 

病院事業

交通船事業 

国民健康保険（直診勘定）

農業集落排水事業

電気事業

合　計 

区　分 残　高

277億6,139万円

65億8,103万円

17億2,484万円

1億5,864万円

1,004万円

1億1,263万円

2,719万円

363億7,576万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
電気事業
給与管理

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

21億8,809万円
837万円
2,431万円

1億　　92万円
14億5,637万円

1,341万円
816万円
5万円

567万円
678万円

17億5,190万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

地 方 交 付 税
市 債
国 庫 支 出 金
市 税
県 支 出 金
繰 入 金
分担金・負担金
そ の 他
収 入 合 計

107億1,794万円
32億3,810万円
27億9,313万円
26億6,185万円
23億8,003万円
4億　320万円
2億6,781万円
14億9,552万円
239億5,758万円

72億9,455万円
0万円

9億6,588万円
10億1,837万円
1億7,173万円

0万円
1億1,237万円
6億9,759万円

102億6,049万円

59億8,583万円
38億8,154万円
28億8,895万円
28億1,551万円
24億4,089万円
17億6,202万円
17億4,090万円
24億4,194万円
239億5,758万円

19億9,384万円
15億3,618万円
8億3,018万円
11億2,420万円
5億2,742万円
1億　114万円
2億　977万円
5億9,006万円
69億1,279万円

民 生 費
公 債 費
教 育 費
衛 生 費
総 務 費
土 木 費
農林水産業費
そ の 他
支 出 合 計

55億2,953万円
6,158万円

1億3,510万円
3億7,802万円
36億8,024万円

3,174万円
1,922万円
1,214万円
1,051万円
2,044万円

36億　406万円

20億　　82万円
971万円
2,381万円

1億1,159万円
14億5,427万円

1,070万円
76万円
0万円
0万円

486万円
0万円

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
中

区　分区　分
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９
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在
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財政
指標

執行
状況

知っていますか？平戸市の財政状況知っていますか？平戸市の財政状況 特別会計･企業会計決算報告／財政指標執行状況

市債残高（全会計）

すべてにおいて判断基準内の財政状況すべてにおいて判断基準内の財政状況

市債残高は横ばい市債残高は横ばい市債残高は横ばい

すべてにおいて判断基準内の財政状況

H19 H20 H21

386.6
380.7 378.8

H22

378.8

■市債残高の推移のグラフ

億円
400

350

チェックチェックチェックチェックチェックチェックチェック

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計等の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

－
－

15.9%
89.8%

平成
21年度説　　　明

－
－

14.2%
78.4%

平成
22年度

国 の基 準
早期健全化基準
（イエローカード）
12.86%
17.86%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
35.00%
35.0%

国の基 準

※「実質赤字比率」及び「連結実質赤字比率」は、赤字が生じていないため「－」と表示しています。

資金不足比率
公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
21年度説　　　明

平成
22年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計
経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と
資金不足比率

特別
会計

企業
会計

※特別会計とは･･･
　国民健康保険は国民健康保険税
で、介護保険は介護保険料でといっ
たように、特定の収入で特定の支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…
　税金ではなく、民間企業と同じ
ようにその仕事自体に収益があり、
その収益で支出を賄う仕事をまと
めた会計です。

1億4,543万円
1億4,553万円

194万円

2,630万円

交
通
船
事
業

収益的
収支

資本的
収支

収　入
支　出
収　入
支　出

収　入
支　出

収　入
支　出

23億2,365万円
22億4,901万円

3億2,365万円
4億　292万円

病
院
事
業

収益的
収支

資本的
収支

収　入
支　出

収　入
支　出

8億4,692万円
7億9,353万円

9億8,373万円
14億　257万円

水
道
事
業

収益的
収支

資本的
収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）
国民健康保険
（大島直診勘定）

老人保健

後期高齢者

介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島
いさりびの里事業
電気事業

給与管理

53億4,406万円

5,660万円

1億2,254万円

77万円

3億7,136万円

34億4,754万円

3,058万円

2,160万円

35万円

1,876万円

1,842万円

35億　635万円

51億5,990万円

5,660万円

1億2,254万円

３万円

3億7,006万円

33億9,287万円

3,058万円

2,160万円

35万円

1,876万円

1,842万円

35億　635万円

歳　出歳　入区　分

　市の借入金である市債は、原則
として新規の発行額を元金返済以
下に抑えるとともに、繰上償還を実
施して残高の圧縮に努めました。
　その結果、一般会計では昨年度
から約3億円減少していますが、企
業会計等を含めた全会計でみます
と横ばいとなっています。
　今後も更なる財政の健全化に努
め、将来の公債費負担の軽減を図
ります。

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律（財政健全化法）」により、毎年度、健全化判断比率な
どを算定し、議会に報告するとともに市民のみなさんに公表しています。平
成22年度決算に基づく平成23年度の比率（指標）は、前年度と同様にいず
れも国の基準（イエローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状況
はおおむね健全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から実施
している借入金（市債）の繰上償還によるところが大きいため、今後も行財政
改革の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。※平成23年3月31日現在人口36,024人で計算



ATTENTION使用上の注意
１．キャラクターデザインは、無償で使用できます。
２．デザインの改変、アレンジはできません。 
３．キャラクターのイメージを損なう使用をしないで
　　ください。
４．使用許可の範囲を超えて使用しないでください。 
５．デザインマニュアルを守り、適正に使用してくだ
　　さい。 
６．自身の商標、作品、そのほかこれに類するもの
　　として使用してください。

健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　虐待は、家庭という密室で起きているため、どうしても見過ごされやすい状
況にあります。子どもは、逃げることも助けてとも言えず、その苦しい現実を
必死に耐えています。私たち周囲の大人が子どもの苦しみに早く気付いてあ
げなければなりません。子どもの様子や言葉に目を向け、耳を傾け、「不自
然だ」「限度を超えているのではないか」と感じたらすぐに連絡してください。
その一本の電話が子どもの命を、未来を救えるかもしれません。
【お問い合わせ】　福祉課　子育て支援班（☎内線2573）

想像できますか？

子どもは逃げることも「助けて」と
救いを求めることもできません

虐待なのかどうかは
子どもの立場で判断します

虐待かどうかわからなくても
知らせください。

　「家の外に締め出されていつまでも家に入れてもらえな
い」「強い口調で怒鳴り散らされる」「いつまでも口をきい
てもらえない」「いくら謝っても許してもらえず、親の気持
ちが落ち着くまで延々と説教が続く」「泣いているのに抱
き上げられず、放置される」、親からこのようなことを毎
日繰り返される子どもの気持ち、想像してみてください。
子どもにとって非常に悲しすぎる、つらすぎる現実です。
　

　もし、大人がこのような状況に身をおいたとしたら、
そんな場所からすぐに自力で逃げだすことができます。
　しかし、幼い子どもにはそれができません。子どもは
逃げることもできずにただ我慢するのです。
　なぜなら、どんなに親からひどいことをされたとしても、
子どもは親から愛されたい、理解されたいと心から強く
求めているからです。子どもが「親から虐待されている、
助けて」ときょうだいや友だち、周囲の大人に伝えること

はほとんどありません。口
に出せば、親から一層ひど
い虐待を受けるのではない
かという不安に加え、親を
失うのではないか、見捨て
られるのではないかという
不安を持っているからです。
子どもはそんな苦しくつら
い場所でもなんとかがん
ばって生きていこうとします。

　親は、しつけとして、何度言っても言うことを聞かない
子どもを大声で叱ったり、叩くことがあります。その家庭、

苦しい気持ちを伝えられない子どもたち。
大人が気付くことで子どもを救えます

その子どもに合ったやり方でしつけは行われています。
しつけではなく虐待の判断は、子どもの立場で判断しま
す。「子ども自身が毎日苦しい気持ちを感じている」「子ど
もの成長にとってマイナスになる」などと判断できる状態
であれば、それは虐待です。

■虐待を判断するための子どもの気になるポイント
　

　

　
　以上のような様子が見られ、「不自然だ」「限度を超え
ているのではないか」と感じられたら、下記の相談先に
電話してください。虐待かどうかわからなくてもお知らせ
ください。
　例えば「長く泣きわめいている子がいる」「子どもが夜、
外に長く放り出されている」といった相談で十分です。
　その電話に救われる子どもがきっといます。
　

11月は児童虐待防止推進月間です。

児童虐待問題は社会全体で
解決しなければならない重要な課題です。

　佐世保こども・女性障害者支援センター
　　佐世保市万徳町10-3
　　☎0956-24-5080
　　　（24時間受付、年中無休）
　福祉課子育て支援班　☎内線2572

【虐待被害通報連絡先】

□　不自然な傷、やけどがある
□　同世代の子どもと比べ体重が増えていない
□　身体や服装が汚れている
□　落ち着きがない
□　いつも泣いている
□　表情が乏しい
□　過度な警戒、過度な甘え方
□　家に帰りたがらない
□　万引き・喫煙・家出を繰り返す

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
し
て

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の

開
館
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

加藤りかさん／生月町在住

「オランダかぴたんず」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
遺
産
課

　

和
蘭
商
館
復
元
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
３
６

　

広
報
ひ
ら
ど
10
月
号
で
お
伝
え
し
た
と

お
り
、
こ
の
た
び
、
市
内
か
ら
33
点
の
応

募
が
あ
り
、
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
Ｃ
Ｉ
事

業
実
行
委
員
会（
町
田
雅
之
会
長
）で
厳
正

な　

審
査
を
行
っ
た
結
果
、
平
戸
オ
ラ
ン

ダ
商
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛

称
が
、「
オ
ラ
ン
ダ
か
ぴ
た
ん
ず
」に
決
定

し
ま
し
た
。

【
選
考
理
由
】

　
「
か
ぴ
た
ん（
船
長
）」と
い
う
言
葉
は
、

平
戸
の
人
に
と
っ
て
慣
れ
親
し
ん
だ
言
葉
で

あ
り
、
市
外
の
人
に
は
珍
し
く
、
か
わ
い

ら
し
い
響
き
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
か
ぴ
た
ん
」と
い
う
言
葉
の
入
っ
た
愛
称

を
選
考
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
か
ぴ
た
ん

ず
」と
い
う
言
葉
が
外
国
人
に
も
発
音
し

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
と
し
て
、
こ
の

愛
称
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
の
開
館
か
ら
早
く
も
21
日
目

で
入
館
者
１
万
人
を
突
破
し
た「
平
戸
オ

ラ
ン
ダ
商
館
」。
テ
レ
ビ
や
旅
雑
誌
な
ど
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
知
名
度
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
「
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
」を
盛
り
上
げ
、

幅
広
く
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
に

も
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
オ
ラ
ン

ダ
か
ぴ
た
ん
ず
」を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
オ
ラ
ン
ダ
か
ぴ
た
ん
ず
」の
使
用
を
希

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
Ｐ
Ｒ
で

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

活
用
し
よ
う

望
す
る
人
は
、
次
の
手
順
を
参
考
に
申
請

書
を
提
出
し
く
だ
さ
い
。

　　

申
請
書
は
、
文
化
遺
産
課
に
あ
り
ま
す
。

申
請
す
る
場
合
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使

用
す
る
目
的
、
使
用
す
る
方
法
、
詳
細
が

わ
か
る
資
料
が
必
要
で
す
。

　　

申
請
内
容
を
審
査
し
、
適
切
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
使
用
許
可
書
を
発
行
し
ま
す
。

使
用
許
可
書
発
行
に
は
、
申
請
書
提
出
か

ら
約
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

　　　

市
が
定
め
た
デ
ザ
イ
ン
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
範

囲
内
で
し
か
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
が
出

来
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
子
デ
ー
タ
で
の
受
け
渡
し
に

な
り
ま
す
。

　

申
請
者
の
責
任
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
使
用
に
つ
い
て
は
、
次

の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
印
刷
・
製
作
な
ど
そ
の
ほ
か
の
経
費
は
、

　

申
請
者
の
負
担
で
す
。

○
使
用
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ト
ラ
ブ
ル
に
、

　

市
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
た
完
成
品
見

本
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

現
物
の
提
出
が
困
難
な
場
合
に
は
、
写

真
で
も
結
構
で
す
。

　
　

電
子
デ
ー
タ
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン

　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
受
け
渡
し
方
法

　
　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
使
用

　
　

使
用
許
可
書
の
発
行

　
　

申
請
書
の
提
出
方
法

　
　

完
成
品
の
見
本
提
出

３ ２ １
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Interview
吉
村
組
捕
鯨
文
書

松
浦
文
書

よ
し
む
ら
ぐ
み

ほ

げ
い
も
ん
じ
ょ

ま
つ

ら

も
ん
じ
ょ

　現在、奥様と二人
で、農薬を使わずに
シソ、ゴボウ、サツ
マイモなどを作って
出荷しています。み
なさんからおいしい
と言ってもらうこと
が一番の励み。野菜
作りも、おいしさを
求めて自ら学ぶこと
を忘れません。

生涯学習実践人
松尾　良治さん
◎宝亀町（86）

た
だ
い
ま
86
歳
。

ま
だ
ま
だ
学
び
の
道
を
歩
む

松
尾　

良
治
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
「
盆
栽
は
、
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、

心
の
安
ら
ぎ
、
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
る

ん
で
す
よ
」と
笑
顔
で
話
す
松
尾
良
治
さ

ん
。
さ
わ
や
か
な
秋
空
の
下
、
た
く
さ
ん

の
盆
栽
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
し
た
。
松

尾
さ
ん
の
盆
栽
は
、
病
院
の
窓
口
や
保
育

園
な
ど
に
も
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は「
さ
つ
き
の
じ
い
ち
ゃ
ん
」と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

若
い
と
き
か
ら
植
物
を
育
て
る
こ
と
が

好
き
だ
っ
た
松
尾
さ
ん
は
、
出
稼
ぎ
先
か

ら
盆
栽
を
持
ち
帰
っ
て
育
て
て
き
ま
し
た
。

仕
事
の
合
い
間
に
、
仲
間
と
盆
栽
の
勉
強

に
出
か
け
る
ほ
ど
研
究
熱
心
で
、
自
宅
の

庭
い
っ
ぱ
い
に
、
い
ろ
い
ろ
な
品
種
の
盆

栽
を
育
て
て
い
ま
す
。
松
尾
さ
ん
の
愛
情

が
込
め
ら
れ
た
盆
栽
は
専
門
家
に
も
高
い

評
価
を
受
け
、
市
内
の
展
覧
会
で
は
毎
年
、

賞
を
受
け
る
ほ
ど
の
腕
前
で
す
。

　
「
盆
栽
づ
く
り
は『
こ
こ
で
完
成
』と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の
人
生
も
同

じ
。
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
伝
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
よ
」。
ほ
か
に
も
、
自
身
の
戦

争
体
験
を
手
記
に
し
た
り
、
学
校
や
自
宅

で
子
ど
も
た
ち
に
語
り
続
け
る
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
人
生
の
年
輪
を

元
気
に
重
ね
て
い
る
松
尾
さ
ん
で
し
た
。

盆
栽
か
ら
人
生
に
つ
い
て
学
ぶ
。

常
に
変
化
す
る
盆
栽
は
魅
力
が
あ
る
。
自
分
自
身
も
常
に
学
習
し
、
豊
か
な
人
生
で
あ
り
た
い
。

　

ま  

つ　
　

お

り  

ょ  

う     

じ

県
指
定
文
化
財

県
の
指
定
を
受
け
た
文
書
が
語
る
当
時
の
平
戸

63

■名　称

　吉村組捕鯨文書

■種　別

　県指定文化財

■指定年月日

　平成23年9月16日

■所有者　平戸市

■所在地

　平戸市生月町博物館・
　島の館

■名　称

　松浦文書

■種　別

　県指定文化財

■指定年月日

　昭和23年9月16日

■所有者

　松浦史料博物館

■所在地

　平戸市鏡川町12
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生
月
島
の
鯨
組
主
で
あ
る
吉
村
家
に
伝

わ
っ
て
い
た
文
書
で
す
。
長
ら
く
京
都
大

学
総
合
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
19
年
に
平
戸
市
生
月
町
博
物

館
・
島
の
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、

県
指
定
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た
3
冊
は

い
ず
れ
も
和
装
本（
和
紙
を
用
い
糸
で
綴

る
）で
、①
慶
安
元
年（
1
6
4
8
）子
ノ

三
月
吉
日　

鯨
船
萬
覚
帳
、②
明
暦
三
年

（
1
6
5
7
）酉
ノ
三
月
吉
日　

新
組
鯨
覺

帳
、③
寛
文
七
年（
1
6
6
9
）未
ノ
三
月

吉
日　

鯨
船
萬
覚
帳
で
す
。

　

内
容
は
出
漁
先
や
鯨
の
捕
獲
頭
数
な
ど

鯨
組
の
操
業
内
容
、
組
織
構
成
船
、
納
屋

な
ど
の
装
備
、
船
員
の
出
身
地
な
ど
が
具

体
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の

捕
鯨
関
係
資
料
と
し
て
最
も
古
く
、
著
名

な「
西
海
鯢
鯨
記
」が
享
保
５
年（
1
7
2

0
）に
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
当
文
書
は

半
世
紀
以
上
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
捕

鯨
関
連
資
料
と
し
て
は
第
一
級
史
料
で
す
。

現
在
、
島
の
館
に
て
12
月
ま
で
公
開
中
で

す
。

　

平
戸
松
浦
家
に
室
町
時
代
以
後
伝

来
し
て
き
た
文
書
群
で
す
。
周
防（
現

在
の
山
口
県
周
辺
）の
有
力
者
大
内
氏

と
の
関
係
文
書
、
豊
後（
現
在
の
大
分

県
周
辺
）の
有
力
者
大
友
氏
と
の
関
係

文
書
、
さ
ら
に
時
の
権
力
者
豊
臣
秀

吉
か
ら
発
せ
ら
れ
た
文
書
な
ど
86
点

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
に
は
、
天
正
十
五
年（
1
5

8
7
）六
月
十
九
日
付
け
の
キ
リ
シ
タ

ン
禁
制
定
書（
平
戸
遺
産
v
o
l
・
36

で
紹
介
）や
文
禄
の
役（
1
5
9
2

年
：
明
の
征
服
を
め
ざ
し
て
朝
鮮
に

侵
略
し
た
戦
争
）関
係
の
朱
印
状
な
ど

日
本
の
歴
史
に
か
か
わ
る
貴
重
な
文

書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
か
ら
戦
国
時
代
を
動
乱
の
時

代
を
時
勢
の
流
れ
を
読
み
、
巧
み
に

生
き
抜
い
て
き
た
平
戸
松
浦
氏
の
動

き
を
よ
く
知
る
こ
と
の
で
き
る
文
書

く
じ
ら
く
み
ぬ
し

わ
そ
う
ほ
ん

け
い
あ
ん

ね

く
じ
ら
ぶ
ね
よ
ろ
ず
お
ぼ
え
ち
ょ
う

め
い
れ
き

と
り

し
ん
ぐ
み
く
じ
ら
お
ぼ
え

か
ん
ぶ
ん

ひ
つ
じ

く
じ
ら
ぶ
ね
よ
ろ
ず
お
ぼ
え
ち
ょ
う

ち
ょ
う

さ
い
か
い
げ
い
げ
い

き

す

お
う

き
ん
せ
い
さ
だ
め
が
き

み
ん

と
し
て
認
め
ら
れ
、
今
回
新
た
に
県

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
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①②あごだし麺対決のほか、あ
ごだしの玉子焼きや鯛茶漬けも
大好評。長蛇の列が並ぶ③渾身
の力で干しあごをわしづかみ④
焼きあごの串打ちを体験⑤宮崎
県日南市から「日南魚うどん」が
友情出店⑥市内保育園の園児が
太鼓や踊りを披露⑦香ばしい焼
きたてのあごの香りに食欲をそ
そられる⑧400食限定の「あごだ
し茶碗蒸し」をみんなで食べて
「おいしい～」⑨多くの家族連れ
でにぎわった平戸港交流広場

①平戸大橋で2人そろってピー
ス②ツーデーウォークに合わせ
て灯台内部が一般公開された大
バエ灯台③青い海をバックにサ
ンセットウェイを歩く「気分は最
高」④田平中学校ブラスバンド部
が参加者を応援⑤川内峠で昼食
⑥海から吹く風が気持ちいい中
瀬草原⑦参加者に大好評だった
平戸オランダ商館⑧みんな一緒
にゴール⑨ゴール後、疲れた体
を柔道整復師やマッサージ師の
みなさんが無料でマッサージ

「
新
あ
ご
」
が
、

平
戸
に
秋
の
訪
れ
を

告
げ
る

秋
空
の
下
、

歩
く
か
ら
こ
そ
分
か
る

平
戸
の
魅
力

2

4

59 8

7

2

3

4

6

7

9 8

3

　９月24日、25日の両日、平戸港交流広場で「平戸‘‘新あご’’祭り」
が行われました。このイベントは、平戸の特産品「あご」の魅力を市
民のみなさんや観光客に知ってもらい、市内外の消費拡大を目的に
開催。会場では、ラーメンやちゃんぽん、うどんのあごだし麺対決
に加え、宮崎県日南市からあごのすり身をうどん麺にした「日南魚う
どん」も出店。そのほか、あごだし椀子そうめん早食い大会やあご重
量当てゲームなども行われました。市民のみなさんや観光客など、2
日間で約15,000人の来場があり、会場はにぎわいを見せていました。

　９月24日は、西海国立公園の大パノラマを楽しむ生月コース、25
日には、教会群とオランダ商館をめぐる平戸・田平コースで「第5回
ひらどツーデーウォーク2011」が開催。市民のみなさんや遠くは北
海道から延べ2,778人が参加しました。参加したみなさんは、美しい
自然景観や歴史的建造物を見学しながら楽しそうに歩いていました。
また、歴史・自然観光ガイド案内するエコトレッキングは、新コー
スに大島、安満岳・春日、京崎・宝亀地区を加えて開催。参加者80
人は、ガイドの説明を受けながら平戸の歴史と自然を満喫しました。

ひらどツーデーウォーク2011 Vol.５ 平戸‘‘新あご’’祭り



健やかで笑顔とやさしさが
あふれるまちに

災害情報などの伝達に向け、携帯電話３社と協定を結ぶ

　10月3日、市役所3階会議室で「平戸市防災メー
ルのメール登録推進に関する協定書締結式」が
行われました。平戸市防災メールは、災害情報
や火災情報などを登録者にメール配信すること
で市民が安全で安心して暮らせる地域づくりの
確立を目指すものです。メール登録推進に関す
る協定書を締結したことで、携帯電話３社（ド
コモ、au、ソフトバンク）の販売店が、今後、
来店者に登録を呼び掛けるチラシを配り、登録
作業を代行、登録手順などの助言を行うことで、
登録者の増加へ大きな期待ができます。

　10月16日、平戸文化センター
で、「福祉健康まつり」が開催さ
れ、約5,300人が来場しました。
おもちゃコンサルタントの髙野
幸恵さんによる親子で親しむ
キッズ広場や盲導犬とのふれあ
いコーナーのほか、ユニカール
の競技体験や各種相談コーナー
などがありました。ステージで
は、市内保育園児が、和太鼓や
踊りを披露。会場に集まった観
客からたくさんの拍手が送られ
ました。また、講演では、長崎
国際大学学長の潮谷義子さん
（元熊本県知事）が「時代が変わ
ると人とのつながり方も変わり
ます。今、心の豊かさが求めら
れています」と話しました。

第56回県展で県知事賞を受賞

　９月25日、長崎ブリックホール（長崎市）で、
県内最大の総合美術展である第56回長崎県美
術展覧会の表彰式があり、彫刻部門で糟谷暁さ
ん（戸石川町）が県知事賞を受賞されました。糟
谷さんが半年かけて制作した女性像の題名は
「discovery（ディスカバリー）」。東日本大震災
で、家族や身近な人々の命の尊さに気づいたこ
とから「発見」を意味する名を付けました。糟谷
さんは、大震災の翌日に女性像の腕と足を切り、
トルソという胴体だけの像に仕上げ、作品にイ
ンパクトを与えて「命」を表現しました。
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　10月７日、ライフカントリーで「第７回小学
校陸上競技大会」が行われました。市内17校の
５・６年生693人が参加。全部で８種目の競技
が行われました。大会新記録は次のとおり（優
勝者のみ）。【５年男子800ｍ】濵本真斗（平戸）２
分44秒０【６年男子800ｍ】須本航輝（中野）２分
33秒８【６年女子100ｍ】山口悠華（大島）15秒５【５
年女子走り幅跳び】野村愛（平戸）３ｍ29㎝【６年
男子60ｍハードル】佐々木暉之（田平北）９秒９【6
年女子走り高跳び】岡部未来（中野）1m28cm【６年
女子ソフトボール投げ】松本結菜（平戸）53ｍ33㎝

秋空の下で新記録続出。小学校陸上競技大会

　10月4日、久吹ダムの周回コースで、「市中
学校総合体育大会駅伝競技」が行われ、市内の
中学校９校が参加しました。男子の部が６区間
20㎞、女子の部が５区間12㎞で行われ、白熱
したレースの結果、生月中学校が、大会３度目
のアベック優勝を果たしました。
大会結果は次のとおり
【男子の部】優　勝　生月中（1時間10分47秒）
　　　　　準優勝　南部中・３位　中部中
【女子の部】優　勝　生月中（46分27秒）
　　　　　準優勝　中部中・３位　度島中

秋の風を感じながらタスキをつなぐ

　10月10日、９月20日に開館した「平戸オラ
ンダ商館」の入館者が1万人を突破しました。1
万人目の入館者となったのは、家族旅行で平戸
を訪れた福岡県小郡市の中川健人くん（小学6
年）。健人くんには、市国際交流員でカピタン
を勤めるレムコー・フロライクさんから記念品
としてチューリップの球根やオランダのクッ
キーが贈られました。健人くんは、「びっくり
したけど、旅行の記念になります。学校でも歴
史の勉強をしているので、昔のオランダのこと
を知れてよかったです」と話してくれました。

開館から２１日目で入館者１万人突破！ 平和を誓い、戦没者をしのぶ追悼式

　９月30日、平戸文化センターで、「平戸市戦
没者追悼式」が今年設立された平戸市戦没者慰
霊奉賛会（黒田成彦会長）の主催で開催されま
した。各地区から戦没者遺族や来賓のみなさん
約400人が参列して、厳かに式が行われました。
式典は、各地区遺族会を代表した４人が献花を
行い、平戸市連合遺族会長の畳屋功さんから追
悼のことばが捧げられました。中野小学校５年
生の児童19人も参列。児童代表が花と水を祭
壇に捧げた後、谷川俊太郎氏の「生きる」の詩
の群読と「この時代に」の合唱が捧げられました。

さとる

ま さ    と

こ う      き

ゆ う    か

て る  ゆ き

み      く

ゆ い   な

けん と



　10月13日、多目的研修センターで「ようこ
＆フローレスデュオコンサート」が行われまし
た。本市在住のボーカリスト・松口ようこさん
と南米ペルーのフローレス・デュオさんが出演
し「アヴェ・マリア」や「時代」、「平戸さくら」
などを披露。会場に集まった320人の観客は、
ようこさんの美しい歌声と、珍しいペルーの民
俗楽器の演奏を楽しみました。また、このコン
サートをきっかけに、南部地区のみなさんが
コーラスグループを結成。約１カ月の練習を重
ねて、コンサートの前に初めて披露しました。

　10月16日、生月町開発総合センターで生月
町文化協会創立30周年記念式典と講演会が行
われました。ムツゴロウ動物王国で知られる畑
正憲さんが講演。海洋動物が好きな畑さんは、
クジラの中に入ってみたいという夢があり、解
体前のクジラの口に頭を入れて口の中を観察し
たエピソードを紹介。世界中を旅して多くの動
物に触れた経験から「人間も動物。野生の動物
たちが厳しい環境のなかで親と子の絆を育むよ
うに、人間も自然の中で五感を使って親と子の
絆を育むことが大切です」と語りました。

秋の夜長、南米ペルーの音色に触れる

ムツゴロウさん、大いに語る
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　10月14日、平戸港交流広場で、国際交流Ｈ
ＩＲＡの会（井上隆 会長）が、平和交流集会を
開きました。この会は、第２次大戦中や戦後間
もなく、インドネシアで日本人と現地女性の間
に生まれた日系２世オランダ人５人を迎えて開
いたもの。５人はそれぞれ父との再会や親族を
探す旅に来ました。交流会で、「日本に来て、
日本人と話しをすることができて嬉しい。私た
ちのような人がいることをもっと知ってもらい
たい」と5人は、集まった約20人の市民のみな
さんなどに話していました。

父や親族の祖国を訪ねて。

生月小でプロのダンサーがボールルームダンスを披露

　10月12日、生月小学校体育館で、ボールルー
ムダンス講習会（長崎ダンスアカデミー主催　
久保田ほみ先生）が行われ、同小学校全児童
149人が参加しました。「ボールルームダンス」
とは、社交ダンスの正式名称で、舞踏会で踊ら
れるダンスを表します。講習会では、プロのダ
ンサーと同小学校出身のダンサー中元淳平さん
などがダンスを披露。児童たちは、普段見るこ
とができないプロのダンスに大きな歓声と拍手
を送りました。その後、児童たちは、「チャチャ
チャ」の基本ステップなどを楽しく学びました。

　毎年、毎年、大評判の大島牛の販売をはじめ、恒例の大島産農大評判の大島牛の販売をはじめ、恒例の大島産農
水産物の即売会はもちろん、新米のすくいどりやサザエの水産物の即売会はもちろん、新米のすくいどりやサザエの
つかみどりなど、イベント満載で開催します。つかみどりなど、イベント満載で開催します。

大島牛即売会　　　　　大島牛即売会　　　　　MOMO歌謡ショーMOMO歌謡ショー　　　　　　　　　　
おたのしみおたのしみ福引福引
大島産農水産物即売会大島産農水産物即売会
大島の大島の新米新米のすくいどりすくいどり
サザエのつかみどりサザエのつかみどり
ジャンボかぼちゃの品評会ジャンボかぼちゃの品評会
保育所、小、中、高校演芸発表保育所、小、中、高校演芸発表
福島玄蕃太鼓（松浦市福島町）福島玄蕃太鼓（松浦市福島町）

大島牛即売会　　　　　MOMO歌謡ショー　　　　　
おたのしみ福引
大島産農水産物即売会
大島の新米のすくいどり
サザエのつかみどり
ジャンボかぼちゃの品評会
保育所、小、中、高校演芸発表
福島玄蕃太鼓（松浦市福島町）

　　郷土物産展　　　　　　ヒーローショー　　郷土物産展　　　　　　ヒーローショー
　　産業功労者の表彰　　　　　産業功労者の表彰　　　
　　　　農産物農産物品評会　　　　　　　　品評会　　　　　　　　
　　焼き台コーナー　　焼き台コーナー
　　目方でドン！（魚の重量当て、米の量り当て）　　目方でドン！（魚の重量当て、米の量り当て）

　生月地区海産物をメインとした郷土　生月地区海産物をメインとした郷土物産物産展に加え、子ど展に加え、子ど
もに大人気のヒーローショーや生月ならではの鯨料理の試もに大人気のヒーローショーや生月ならではの鯨料理の試
食、魚の重量当て、米の量り当てなど盛りだくさんのイベ食、魚の重量当て、米の量り当てなど盛りだくさんのイベ
ントを開催します。ントを開催します。

　　郷土物産展　　　　　　ヒーローショー
　　産業功労者の表彰　　　
　　農産物品評会　　　　　　　　
　　焼き台コーナー
　　目方でドン！（魚の重量当て、米の量り当て）

～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～
～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～

　生月地区海産物をメインとした郷土物産展に加え、子ど
もに大人気のヒーローショーや生月ならではの鯨料理の試
食、魚の重量当て、米の量り当てなど盛りだくさんのイベ
ントを開催します。

午前９時～午後３時
／生月支所前漁港用地広場

■お問い合わせお問い合わせ
　生月支所産業建設課産業建設班（　生月支所産業建設課産業建設班（☎☎内線413内線4135）
■お問い合わせ
　生月支所産業建設課産業建設班（☎内線4135）

　毎年、大評判の大島牛の販売をはじめ、恒例の大島産農
水産物の即売会はもちろん、新米のすくいどりやサザエの
つかみどりなど、イベント満載で開催します。

午前10時～午後２時
／大島支所前広場

■お問い合わせお問い合わせ
　大島支所産業建設課産業建設班（☎内線6122）　大島支所産業建設課産業建設班（☎内線6122）
■お問い合わせ
　大島支所産業建設課産業建設班（☎内線6122）

～秋風を感じながら、～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～
～秋風を感じながら、
　　　　　　生月の「海の幸」に舌鼓～

祝・水
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このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

国際交流員
レムコ－・フロライク

第7回平戸市児童読書感想発表大会を開催します

　市内の小学生が本を読んで感じたことを、文や画に表現したものを発表する大会です。
※当日は、画の入選作品を会場に展示します。

● と　　き　11月27日（日）
● と こ ろ　市ふれあいセンター夢ホール
● 問合せ先　永田記念図書館　☎28－0128

永大

生

南

南

南
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　いよいよ来月は12月。楽しいクリ
スマスがやってきます。クリスマス
の日までに一つずつ窓を開けていく
アドベント・カレンダーのほか、ま
つぼっくりのリース、パーティーを
楽しく演出する帽子などのハンドメ
イド作品を紹介。クリスマスレシピ
も満載のこの本で、楽しい聖夜を！

　イヌを飼う人が知っておきたいこ
と。イヌの選び方、住まい、食事、
毎日の世話、健康管理などを、写真
とイラストで、わかりやすく解説し
ています。　飼っている人も、これ
から飼う人も必見です。

『まるごとクリスマス』
著／コダシマアコ
写真／みやづかなえ
出版社／かもがわ出版

著／大野瑞絵
出版社／ジュリアン

『はじめてのイヌ　新装版』

　11月は特別な月。深まり行く秋
をいつくしみ、冬の足音に耳をすま
せる季節の到来です。どんぐりの
きょうだいが、強風で離れ離れに
なってしまいました。さてさて二人
の運命は…。お誕生月のできごとが、
楽しく描かれた絵本です。

作／中川ひろたか
絵／かやべふよう
出版社／自由国民社

　「女子高生のカリスマ」など呼ばれ
若者から絶大な支持を受けているシ
ンガーソングライター、加藤ミリヤ
さん。14歳から作詞・作曲を始めた
彼女が今回、小説家デビューしまし
た。現代の若者が抱える孤独と新し
い恋愛像を描いた純文学作品です。

『生まれたままの私を』
著／加藤 ミリヤ
出版社／幻冬舎

　スーパーサラリーマンの夫がある
日、病気になり、診断は「うつ病」…。
病気と闘う夫を、愛とユーモアで支
える妻の描くコミックエッセイ。笑
えて驚いてじんときます。現在、上
映中の映画も原作本を読むともっと
面白くなりそうな１冊です。

『ツレがうつになりまして。』

　世界各国に伝わる衣装は、それぞ
れの国が育んできた文化や祭り、そ
して暮らしの様式を色濃く反映させ
てます。ヨーロッパの刺繍から南米
のカラフルな配色などの可愛い衣装
をエリア別に紹介。失われつつある
民族の伝統を伝える写真集です。

『世界の衣装』

出版社／パイインターナショナル

著／細川貂々
出版社／幻冬舎

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／９日　 午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館 和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●１１月の主なもよおし●
■おはなし会／５日　・19日　・26日　
　　　　　　　午後2時～　市ふれあいセンター児童室
■映画会／ 12日　　午後２時～
　　　　　市ふれあいセンター児童室

永田記念図書館 ☎28‐0128

土

土

土 土

水

●１１月の主なもよおし●

◎休館日／１日　、８日　、15日　、22日　、27日　、
　　　　　29日

日

日

火

火

火 火 火 ◎休館日／１日　、８日　、15日　、22日　、29日
　　　　　※27日　は開館します。

火 火火 火 火

田

平

平
平

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月町中央公民館図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

『どんぐりきょうだい』

てんてん

田
平
町
野
田
に
あ
る
熊
野
権
現
と

瑞
石
山
海
寺
を
訪
問

■Sinterklaas（シンテルクラース）

　10月18日。天気は晴れ、北東のやや強い風です。平戸オランダ商館を出て町を歩いたら、平戸おくん

ちの準備が進んでいました。この時期にオランダの町を歩くと、店のショーウィンドウは聖ニコラスのイ

メージだらけです。1500年以上前に南ヨーロッパで生きていた聖ニコラスは、子どもを守る聖人であり、

オランダでは命日である12月6日の前夜に子どもたちが聖ニコラスからプレゼントをもらう風習が残って

います。11月からオランダ中がこの祭りで大いに盛り上がります。聖ニコラスはオランダ語でシンテル

クラースと呼ばれています。シンテルクラースは、今年は11月12日に船でオランダに到着し、テレビ放

送で生中継されます。子どもたちはシンテルクラースが本当に生きていると思っていますが、親が衣装を

着て、商店街、学校、家などで、シンテルクラース関係のイベントを行います。12月6

日までに、シンテルクラースがプレゼントを買うためにオランダ全体で約１千億円ぐ

らい使っています。シンテルクラースは聞いたことあるような感じがしませんか？

そうです。サンタクロースの由来はシンテルクラースなんです。ニューヨーク市

は平戸オランダ商館と同じ年にオランダ人に設立され、そこに渡ったオラ

ンダ人はシンテルクラース祭りを祝いました。英語の発音でサンタク

ロースになり、クリスマスに合わせて祝うようになりました。

　

海
寺
は
、
古
代
史
に
お
け
る
重
要
な

史
跡
で
あ
り
、
現
在
熊
野
神
社
と
海
寺

の
子
孫
で
34
代
武
野
公
美
さ
ん
が
お
住

ま
い
の
海
寺
跡
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
は
県
指
定
文
化
財
で
天
然
記
念

物
の
ビ
ロ
ウ
樹
と
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
が
あ

り
ま
す
。

　

ビ
ロ
ウ
樹
は
台
湾
か
ら
沖
縄
を
経
て

群
生
す
る
亜
熱
帯
地
方
の
樹
木
で
す
が
、

こ
の
海
寺
が
九
州
最
北
端
の
自
生
地
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

ハ
ク
モ
ク
レ
ン
は
中
国
原
産
の
落
葉
高

木
で
、
３
月
ご
ろ
開
花
す
る
大
型
の
白

い
花
は
大
変
美
し
く
、
現
在
こ
の
巨
木

は
樹
医
や
関
係
者
の
適
切
な
処
置
に
お

い
て
大
切
に
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熊
野
権
現
に
つ
い
て
は
、
西
暦
７
０

２
年
に
「
役
の
行
者
」
が
こ
こ
を
訪
ね

護
摩
祈
祷
を
し
修
業
を
さ
れ
た
と
言
い

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
役
の
行
者
」

と
は
役
小
角
と
い
い
、
実
在
す
る
人
物

な
の
で
す
が
、
伝
説
に
よ
っ
て
描
か
れ

る
修
験
道
の
開
祖
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
最
初
に
役
小
角
を
知
っ
た
の
は
、

作
家
・
黒
須
紀
一
郎
氏
の
小
説
『
藤
原

不
比
等
』
を
読
ん
だ
と
き
で
す
が
、
そ

の
人
物
が
田
平
町
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と

に
驚
き
と
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
古
い
歴
史
を
有
す
る
海
寺

は
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
を
経
て
、
志
佐

領
主
が
直
参
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
１

５
９
２
年
に
志
佐
壱
岐
守
純
高
が
朝
鮮

出
兵
で
戦
死
し
た
後
、
歴
代
の
平
戸
藩

主
が
崇
敬
し
直
参
す
る
名
門
寺
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲うっそうと茂るビロウ樹やハク
モクレンが自生する境内は古代史
の趣が感じられ神秘的でした。

このコーナーは、市長が初体験した平戸の魅力を、広く市民のみなさんにも参画し、体験してもらうためのコラムです。

vol.22

▲武野さんのご自宅に伺い、秘蔵
の東インド会社製と思われる陶磁
器も拝見しました。

魅
力
溢
れ
る
平
戸
。み
な
さ
ん
は
本
物
の
平
戸
を
体
験
し
て
い
ま
す
か
？

黒
田
市
長
の
平
戸

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

黒
田
市
長
の
平
戸
初　
験
体

記

　カピタンの日記とは・・・

「400年前には平戸オランダ商館のカピタン

が日記を書きましたので、それを再現し、

カピタンから見た平戸やオランダの文化の

違いや説明をこのコーナーで提供します。」
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対
談

■人　口　40,983人
　　　　　（男19,195人・女21,788人）
■世帯数　15,809戸
　　　　　（平成23年９月１日現在）
■面　積　291.07k㎡

　大分県の東南部に位置する臼杵市は、東に豊後水道に面した臼杵湾、南西
部には、鎮南山・姫岳など比較的険しい山稜が連なっています。河川は、野
津川が南西部を東西に流れ、臼杵川・末広川・熊崎川が臼杵湾に注ぎ、これ
らの河川沿いには水田、野津地域の北側には畑地が広がっています。この豊
　　　　　　　　　　　　　かな自然に恵まれ育てられた「カボス」が市の特
　　　　　　　　　　　　　　　産品として有名。

臼杵市/大分県 Usuki City/Ooita

平戸市長平戸市長

黒田　成彦黒田　成彦

そ
も
そ
も
お
付
き
合
い
の
始
ま
り
は
、
平

成
21
年
の
日
蘭
交
流
４
０
０
周
年
の
節
目

に
平
戸
市
の
若
い
人
た
ち
が
２
８
０
㎞
の

距
離
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
臼
杵
市
を
訪
問

さ
れ
、『
う
す
き
竹
宵
』を
盛
り
上
げ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
平
戸
市
の『
エ
ビ
・
カ
キ
祭

り
』や『
按
針
忌
』に
も
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
ま
す
ま
す
緊
密
な
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
て
い
る
実
感
が
し
ま
す
。

平
戸
市
長　

今
年
の『
平
戸
く
ん
ち
城
下

秋
ま
つ
り
』に
も
２
年
連
続
で
臼
杵
市
の

特
産
で
あ
る『
ふ
ぐ
料
理
』や『
か
ぼ
す
』

な
ど
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

魅
力
の
相
乗
効
果
が
図
ら
れ
参
加
者
も
大

喜
び
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
こ
の
度
、
世
界
最
大
規
模
の

カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
墓
地
が
発
見
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
す
が
。

臼
杵
市
長　

こ
れ
ま
で
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ

タ
ン
墓
地
の
中
で
も
、
今
回
の
史
跡
は
ほ

ぼ
完
全
な
形
で
遺
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
藩
主
で
あ
る
大
友
宗

麟
が
岐
阜
か
ら
臼
杵
に
移
付
し
統
治
を
す

る
上
で
、
地
元
の
農
民
や
キ
リ
シ
タ
ン
信

者
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
に
配
慮
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
キ

リ
シ
タ
ン
弾
圧
も
表
面
上
と
り
つ
く
ろ
っ

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

平
戸
オ
ラ
ン
ダ

商
館
記
念
式
典
に
は
遠
路
ご
出
席
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
野
市
長
に
は
、
三
浦
按
針
に

扮
装
し
て
セ
レ
モ
ニ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

臼
杵
市
長（
中
野
五
郎
）　

こ
ち
ら
こ
そ
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
０
０
年
前
に
オ
ラ
ン
ダ
船
リ
ー
フ
デ

号
が
漂
着
し
た
と
い
う
ご
縁
で
平
戸
市
と

の
交
流
が
始
ま
り
、、Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ｏ
号
も

開
通
し
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

て
、
徹
底
的
な
宗
教
の
排
除
や
墓
地
の
破

壊
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
近
々
、
本
格
的
な
発
掘
調
査
が

再
度
開
始
さ
れ
ま
す
の
で
、
新
た
な
埋
蔵

品
が
出
て
く
れ
ば
貴
重
な
発
見
に
な
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

大
友
宗
麟
の
キ
リ
シ
タ
ン
大

名
と
し
て
の
影
響
が
長
崎
県
各
地
に
も
も

た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
月
、
長
崎
市
と

大
分
市
も
交
流
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、

私
た
ち
も
こ
う
し
た
共
通
の
遺
産
や
魅
力

を
磨
き
上
げ
て
相
互
の
発
展
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
臼
杵
の
街
並
み
も
景
観
整
備

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
観
光
客
の
も
て
な

し
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
か
。

臼
杵
市
長　

旧
商
店
街
の
街
並
み
景
観
や

寺
町
の
散
策
道
路
な
ど
は
、
古
い
伝
統
的

な
建
築
物
や
石
畳
な
ど
で
整
備
し
、
電
柱

は
完
全
地
中
化
を
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
も
知
恵
を
出
し
独
自

の
工
夫
や
演
出
を
し
な
が
ら
、
多
く
の
観

光
客
に
歩
く
楽
し
み
を
味
わ
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

平
戸
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
み
な
さ
ん
が
観
光
の
受
け
皿
と
し

て
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
臼
杵
は
い
か
が

で
す
か
？ 

臼
杵
市
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
は
３

団
体
で
20
人
か
ら
30
人
ぐ
ら
い
の
態
勢
で

す
。
臼
杵
石
仏
の
ガ
イ
ド
さ
ん
は
10
人
ぐ

ら
い
で
、
ほ
か
に
ち
び
っ
こ
ガ
イ
ド
も
い

ま
す
。
地
元
検
定
を
サ
ブ
教
材
に
し
て
点

数
制
で
小
中
学
生
の
ガ
イ
ド
を
養
成
し
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
に
よ
る
ガ
イ
ド
は
観
光
客
も
喜

ん
で
し
っ
か
り
聞
い
て
く
れ
ま
す
し
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
故
郷
へ
の
理
解
を

深
め
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

そ
れ
は
い
い
取
り
組
み
で
す

ね
。
私
た
ち
も
８
月
に「
子
ど
も
議
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
が
、
若
い
世
代
を
巻
き

込
ん
で
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
大
人
世
代
も

よ
り
関
心
が
高
ま
り
ま
す
。

臼
杵
市
長　

臼
杵
で
は
、
有
機
無
農
薬
や

減
農
薬
で
採
れ
た
野
菜
を
学
校
給
食
で
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、「
給
食
用
の
野
菜
畑
」と
し
て

契
約
栽
培
を
お
願
い
し
、
高
齢
者
が
自
分

の
孫
に
食
べ
さ
せ
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
堆
肥
を
貸
与
し
て
報
酬
代
わ
り
に
し
て

い
ま
す
。

平
戸
市
長　

そ
れ
は
興
味
深
い
で
す
ね
。

堆
肥
供
給
シ
ス
テ
ム
は
ど
う
や
っ
て
い
ま

す
か
？ 

臼
杵
市
長　

約
７
億
円
か
け
て
大
分
県
が

建
設
し
た
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
臼
杵
市
が
請

け
負
っ
て
活
用
し
、
腐
葉
土
を
作
る
た
め

の
装
置
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
草
木
の
く

ず
や
産
業
廃
棄
物
と
な
る
木
材
片
な
ど
を

安
く
買
い
取
っ
て
生
成
し
て
い
く
シ
ス
テ

ム
で
す
。

平
戸
市
長　

子
ど
も
を
中
心
に
し
て
、
健

康
や
学
習
そ
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
広
げ
て

い
く
と
い
う
取
り
組
み
は
い
い
で
す
ね
。

平
戸
市
の『
木
ヶ
津
千
灯
籠
ま
つ
り
』が

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た『
う
す
き
竹

宵
』も
若
者
の
協
力
態
勢
が
あ
る
ん
で
す

よ
ね
。

臼
杵
市
長　
『
う
す
き
竹
宵
』な
ど
に
は
、

大
分
大
学
や
熊
本
の
崇
城
大
学
か
ら
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大
勢
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
に
つ

い
て
も
大
分
大
学
と
の
連
携
が
強
力
に
後

押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

平
戸
市
長　

官
民
協
働
の
仕
組
み
な
ど
は

い
か
が
で
す
か
？ 

臼
杵
市
長　

臼
杵
は
小
さ
な
町
で
す
が
誇

り
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
創
業
１
０
０
年
以
上
経
っ

て
い
る
老
舗
が
70
軒
以
上
も
あ
っ
て
、
一

番
古
い
の
は
１
６
０
０
年
創
業
の
会
社
も

あ
り
ま
す
。
お
店
の
経
営
が
時
代
を
超
え

て
引
き
継
が
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
本
社

を
臼
杵
に
構
え
年
商
１
０
０
億
円
を
越
え

て
い
る
企
業
が
７
社
も
あ
り
ま
す
。
手
堅

く
経
営
し
て
辛
抱
し
な
が
ら
営
業
を
伸
ば

し
、
本
社
は
昔
の
ま
ま
地
元
に
残
し
て
い

く
と
い
う
質
素
勤
勉
の
経
営
哲
学
が
息
づ

い
て
い
ま
す
。
で
も
こ
れ
を
妬
む
言
葉
と

し
て「
赤
猫
根
性
」と
い
わ
れ
揶
揄
さ
れ

て
も
い
ま
す
が（
笑
）。

平
戸
市
長　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
そ
れ

ぞ
れ
有
す
る
歴
史
的
な
共
通
性
で
連
携
を

図
り
、
そ
の
中
で
違
い
を
見
出
し
な
が
ら

共
に
発
展
し
て
い
く
協
働
の
取
り
組
み
が

必
要
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

お
付
き
合
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

臼
杵
市
長　

こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
平
戸
の
特
産
品
と
臼
杵
の
名

物
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ら

に
付
加
価
値
の
高
い
商
品
が
出
来
上
が
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

三
浦
按
針
や
カ
ク
レ
キ
リ
シ
タ
ン
な
ど

の
学
術
交
流
も
含
め
て
両
市
民
の
友
好
交

流
を
促
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

平
戸
市
長　

大
分
県
で
は
竹
田
市
の
首
藤

市
長
さ
ん
に
次
ぐ
登
場
と
な
り
ま
し
た
が
、

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
蘭
交
流
４
０
０
周
年
や

『
う
す
き
竹
宵
』が
契
機

蘭
船
リ
ー
フ
デ
号
と
三
浦
按
針
が
結
ぶ
絆

〜
歴
史
の
共
通
性
で
九
州
横
軸
連
携
に
よ
る
活
性
化
を
〜 中野　五郎

大分県臼杵市長

平戸市長

黒田　成彦

市長のトップ対談シリーズ07
蘭船リーフデ号と三浦按針が結ぶ絆～歴史の共通性で九州横軸連携による活性化を～

市長のトップ
対談シリーズ

07

※注）赤猫根性：「ずるがしこくて計算高く、偏狭」　
　　「ケチでがめつく利己的で協調性がない」など、
　　悪い面ばかりを強調した言葉

臼杵

▲来年は、大友宗麟築城450周年の節目にあたり、
さらなる交流促進を進め、活性化に取り組むこと
で意気投合しました

市
民
の
英
知
を
集
結
し
、

景
観
を
生
か
し
た
観
光
戦
略

若
い
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ま
ち
づ
く
り
に
積
極
活
用

※

（
注
）



　

飼
っ
て
い
る
犬
に
ご
は
ん
を
あ
げ
る
と

き
、「
待
て
」の
後
に「
よ
し
！
」と
言
っ
て

い
た
ら
、
ま
だ
し
ゃ
べ
ら
な
い
１
歳
２
カ

月
の
息
子
が「
よ
し
！
」と
、
な
ん
と
な
く

で
す
が
言
う
よ
う
に
な
り
、
い
つ
し
か
息

子
の
合
図
で
食
べ
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ご
は
ん
の
時
間
が
ま
す
ま
す
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。（

れ
つ
こ　

30
代
女
性
）

●

　

広
報
ひ
ら
ど
８
月
号
の
お
く
や
み
欄
を

見
て
、
同
じ
地
区
の
知
人
２
人
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
た

だ
寂
し
い
限
り
で
す
。
あ
る
冊
子
に
、
私

が
投
稿
し
た
句
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
紹
介

し
ま
す
。「
伝
統
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
跳
ね
る

夏
ま
つ
り
」ふ
る
さ
と
平
戸
の
発
展
を
祈

り
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｓ　

男
性
）

●

　

先
日
、
家
族
で
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
開

館
記
念
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
戸
を
船
で
周
る
こ

と
が
で
き
て
、
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

天
気
も
良
く
て
、
海
風
も
心
地
よ
か
っ
た

で
す
。
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

（
Ｓ
・
Ｍ　

34
歳
女
性
）

●

　

テ
レ
ビ
で
京
都
の
秋
の
紅
葉
が
映
っ
て

い
ま
し
た
。
す
ご
く
綺
麗
で
し
た
。

　

小
学
生
の
こ
ろ
、 

教
室
の
窓
か
ら
見
え

る
山
の
紅
葉
を
ぼ
ん
や
り
見
つ
め
て
い
た

な
ぁ
と
、
ふ
と
思
い
出
し
、 

懐
か
し
さ
に

一
瞬
浸
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
カ
ス
テ
ラ　

38
歳
女
性
）

●

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
健
康
ま
つ
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
あ
め
食
い
競
争
に
出
ま

し
た
。
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

（
も
み
じ　

11
歳
女
性
）

●

　

田
平
の
久
吹
ダ
ム
で
駅
伝
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
全
体
的
に
ま
ず
ま
ず
の
結
果
で

し
た
。
来
年
は
最
高
の
結
果
を
出
す
た
め

に
、
も
っ
と
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
や
き
い
も　

13
歳
女
性
）

●

　

最
近
、
家
の
中
の
掃
除
に
目
覚
め
て
い

ま
す
。
掃
除
を
す
る
と
や
は
り
気
持
ち
が

い
い
で
す
ね
。
心
ま
で
す
っ
き
り
し
ま
す

ね
。

（
パ
ン
ナ
コ
ッ
タ　

61
歳
女
性
）

●

　

田
平
町
に
い
る
友
人
か
ら
、
広
報
ひ
ら

ど
を
初
め
て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な

ん
だ
か
平
戸
を
旅
し
た
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
友
人
と
の
会
話
に
華
が
咲
き
ま
し
た
。

ま
た
今
度
、
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｔ
・
Ｍ　

女
性
）

●

　

今
年
も
ひ
ら
ど
ツ
ー
デ
ー
ウ
ォ
ー
ク
に

参
加
し
ま
し
た
。
清
々
と
大
き
く
広
が
る

豊
か
な
自
然
の
彩
り
は
、
く
ま
な
く
私
の

す
べ
て
を
埋
め
尽
く
し
、
楽
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
へ
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
大
会

を
運
営
く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ん
、
歩
く
先

々
で
温
か
く
接
待
し
て
く
だ
さ
っ
た
み
な

さ
ん
、
ふ
と
行
き
ず
り
に
挨
拶
を
交
わ
し

た
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
一
緒
に
歩
い
た
仲

間
に
感
謝
で
す
。

「
生
月
の　

今
日
の
彩
り
は　

私
の
い
ろ
」

　

ま
た
来
年
、
大
好
き
平
戸
で
お
会
い
し

ま
し
ょ
う
。

（
Ｈ
・
Ｙ　

男
性
）

●

　

先
月
、
安
満
岳
・
春
日
コ
ー
ス
の
エ
コ

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
参
加
し
ま
し
た
。
春
日

か
ら
眺
め
る
安
満
岳
が
、
ま
る
で
ギ
ア
ナ

高
地
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
の
よ
う
で

し
た
。
平
戸
は
世
界
遺
産
に
も
劣
ら
な
い

素
晴
ら
し
い
景
色
の
宝
庫
で
す
。

　

そ
し
て
、
金
色
の
稲
穂
が
秋
風
に
揺
ら

れ
る
風
景
は
、
ま
る
で「
風
の
谷
の
ナ
ウ

シ
カ
」の
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
景
色
が
平
戸
で
見
ら

れ
る
と
は
最
高
で
す
！　

（
ナ
ウ
シ
カ　

38
歳
女
性
）

●

※

こ
の
ほ
か
、
３
通
の
お
便
り
が
あ
り
ま

　

し
た
。

▲10月７日に行われた、第７回小学校陸上競技大会からの一コマ

☆まちの話題！Photoコーナー

　10月１日、度島町で老
人クラブ三免いきいきサ
ロンのメンバー 28人と
度島中学校生徒23人が
参加し、グラウンドゴル
フ大会が開催されました。

みなさんの投稿した写真やみなさんの情報で撮った話題を紹介！

▼

情報交換と交流の場 食べ物たくさん描いたよ

　10月14日、平戸幼稚
園の研究発表会が行われ
ました。園児たちが大き
な白いシートをキャンバ
スにして、「食」をテーマ
に楽しく絵を描きました。

▼

みなさんのみなさんの投稿や投稿や情報情報を
お待ちしています！お待ちしています！
みなさんの投稿や情報を
お待ちしています！

　郵便、FAX、E‐Mailで、氏 名（ふりがな）、年齢、
性別、住所、電話番号、ペンネームまたはイニシャル
を記入の上、広報ひらどを読んだ感想や取り上げてほ
しい話題や記事、平戸市への思い、あなたの身近な出
来事などを書いてご応募ください。
　お便りをいただいた人の中から抽選でペア５組様に
上記商品をプレゼント。応募締切は11月22日（火）当
日消印有効です。当選の発表は、商品の発送をもって
代えさせていただきます。

◎あて先
　〒859‐5192　平戸市岩の上町1508番地3
　市長公室政策推進課秘書広報班
　「市民の声＆読者プレゼントコーナー」係　
　▼F A X 　22‐2419
　▼E-Mail　kouhou@city.hirado.lg.jp
※市ホームページからも投稿することができます。
※個人情報の取り扱いについては、「平戸市個人情報
　保護条例」に基づき適正に行います。なお、プレゼ
　ント発送のために個人情報を商品取り扱い事業者に
　提供いたしますのであらかじめご了承ください。

P R E S E N T S
読者プレゼントコーナー

市民のみなさんからの
おたよりお待ちしています。

このコーナーは、広報ひらどの読者のみなさん
からの声を伝えるページです。
広報ひらどへの感想、平戸市への思い、
身近な出来事など、
たくさんの声をお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民の声
Ci t i z e n ’ｓ　Vo i c e s

広報ひらど 平成23年11月号Hirado City Public Relations,2011.1123　 22     

今回の応募総数は、13通でした。

※プレゼントは、事業所などから提供をいただいています。

カフェくまざわ
「日替わりケーキセット（800円）」の
引換券をペア５組にプレゼント！
　猶興館グラウンドの向かいの緑豊かな庭園に囲まれ
た熊澤三郎記念館の中に今年4月「カフェくまざわ」が
オープンしました。同記念館は、1870年に建てられ
た旧平戸藩士の武家屋敷で、館内では平戸ツツジの名
付け親とされる熊澤氏に関する資料なども展示してい
ます。カフェでは、挽きたての香り豊かなコーヒー
（400円から）やこだわりのビーフカレー（600円）など
の軽食を提供しています。今回は、季節の果物や地元
の食材を使った人気のデザート「日替わりケーキセッ
ト」をペア５組にプレゼントします。ぜひこの機会に
素敵な庭園を眺める癒しの空間を満喫してみませんか
※なお、「日替わりケーキセット」は数に限りがあるため、
　事前の連絡が必要になります。
◎プレゼント品についてのお問い合わせ
　カフェくまざわ
　〒859-5121　平戸市岩の上町1250番地
　TEL　090-3737-3423　長島幸

※写真はイメージです※写真はイメージです※写真はイメージです
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■■活動ＤＡＴＡ■■

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？
募集しています

「平戸カヤックス」 「シーカヤックで感じる西海の海！」

　平戸カヤックスは、平戸市でのシーカヤックガイドサー

ビスを拠点とするクラブです。「シーカヤック」を通じて海

洋スポーツおよび野外活動体験の振興を図る目的で、ガイ

ドを目指すクラブ員を募集しています。クラブの活動を通

じて、自然体験の普及推進を図り、平戸の貴重な観光資源

でもある「西海の海」を守り育み、次の世代へ引き継ぐこ

とを目標としています。そのためには、平戸の海を肌で感

じ、知ることが必要です。風・潮流・潮の満ち引きといっ

た自然に大きな影響を受けながら、人力のみで、航海する

シーカヤックは、海を知るための最適な手段です。太古の

昔から海との関わりで生きてきた海洋民族である日本人、

そのスピリッツを平戸の海で、シーカヤックを通じて感じ

ましょう。自然の

中で活動すること

が大好きな市民の

参加を、心からお

待ちしています。

広報ひらど 平成23年11月号 24Hirado City Public Relations,2011.1125

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。

「なかよしおやこフォト」
発行月にお誕生日を迎える６歳まで（未就学児に限る）のお子さんとそのご両親、またはどちらか一方を募集します。掲
載は、先着２組の家族まで。申込期限は、発行月前の15日です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。
○応募方法　写真に名前・住所・電話番号・メッセージ、家族紹介文を添えて郵便、またはＥメールにてご投稿ください。
※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。

あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　市長公室秘書広報班　E-Mail kouhou@city.hirado.lg.jp
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なかなか
よしよしおやこおやこ

フォトフォト

なか
よしおやこ

フォト
おやこ
フォト

ひ
らど

「読み聞かせ紙風船」 「これからも『本』の魅力を多くの人に伝えたい」

　私たちは、活動を始めてから今年で10周年を迎えまし

た。絵本をはじめとした読み聞かせを行い、１年間の活動

回数は平均200回を超えています。読み聞かせは、子ども

だけでなく、大人も楽しむことができます。公演依頼があ

れば出向き、市内の小学校や高齢者施設のほか、市外の小

学校へ訪問することもあります。訪問先では、絵本の読み

聞かせのほか、エプロンシアターや紙芝居、素話などいろ

んな手法で物語の魅力を伝えます。読み聞かせは、正しく

本の内容や作者の思いを伝えることが最も大切です。読み

聞かせの練習は、本の内容をよく理解するために会員が各

自で読み込みます。そして会員同士でより良い読み聞かせ

を研究しています。また、会で

は年に２回、七夕とクリスマス

に合わせて生月町中央公民館の

主催で親子の集いを行い、毎回

町内外から多くの人が参加しま

す。

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／ガイド時およびスタッフトレーニング時
活動会場／川内町千里ケ浜　平戸カヤックス
対 象 者／シーカヤックガイドを目指す人
連 絡 先／ 090-5474-4539（代表）
部 員 数／ 5人
代　　表／末永　直樹（佐世保市）

活 動 日／毎月最終月曜日（例会）
　　　　　このほか一月に数回のミーティング
活動拠点／生月町中央公民館
連 絡 先／☎53-2038（代表）
部 員 数／ 12人
代　　表／神田　紀子（生月町壱部浦）

前川 理さん・ひかりさん  （生月町里免）

苺檎ちゃん（H17.11.29生）、夢煌くん（H20.11.26生）

「すくすく元気に育ってね」　

■呼び方 「りょう」

■好きな遊び 「ペットボトルに水を入れて振って遊ぶこと」

■興味を持ち始めたこと 「テレビのリモコンや携帯電話」

■天使のしぐさ 「口を大きく開けて笑う姿」

　最近、ハイハイが上手になり、行きたいところに
行けてうれしいようです。ハイハイしてる時に「りょ
う」と呼ぶと、くるっと見て、にこっと笑ってくれ
るのが癒しになります。つかまり立ちも大好きで、
よく自分で立っています。小さく生まれたけど、今
では食欲旺盛な遼。このまま元気に育ってほしいです。
「げんこつ山のたぬきさん」の歌をうたってあげると、
手を叩いてうれしそうです。保育園でも、よく遊び、
よく眠って過ごしてると聞き、安心しています。

前川家の「宝」いつもありがとう！

■呼び方 「いち」「ゆぅ」

■好きな遊び 「おえかき」「動物のパズル」

■興味を持ち始めたこと 「洋服選び」「動物ならなんでも」

■天使のしぐさ 「寝ているとき」

　29日生まれのいちごは、もうすぐ6歳の誕生日を
迎えます。すっかりお姉ちゃんになって、自分で洋
服を選ぶようになり、おしゃれが大好きです。
　弟のゆずは、26日で３歳になります。お姉ちゃん
が大好きなので、お姉ちゃんの言うことは必ず聞き
ます。また、動物に興味を持ち始め、動物のパズル
で遊ぶことも大好きです。2人で笑いあっている姿
を見ると、とても幸せです。いちごとゆずの笑顔で、
たくさんの人を喜ばせてほしいです。

まえかわ おさむ

いち  ご  ゆ　ず

岩﨑 洋士さん ・瞳さん（田平町山内免）

遼くん（H22.11.25生）

いわさき    よう   じ ひとみ

りょう

す  ばなし
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問
税
務
課
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理
班

　

☎
内
線
２
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４
４

長
崎
県
市
町
合
同
公
売
会
in
平
戸
を

開
催
し
ま
す

問
学
校
教
育
課
指
導
班

　

☎
内
線
２
６
１
５

平
成
24
年
度
使
用「
中
学
校
教
科
書
」が

決
ま
り
ま
し
た

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　

☎
内
線
２
６
２
３

成
人
の
門
出
を
祝
い
、
平
成
24
年

成
人
式
を
開
催
し
ま
す

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
２
５
９
０

市
役
所
職
員
を
か
た
る

不
審
な
電
話
が
多
発
し
て
い
ま
す

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　

☎
内
線
2
5
9
3

社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

問
都
市
計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班

　

☎
内
線
２
２
８
２

屋
外
広
告
物
の
掲
示
に
は

申
請
が
必
要
で
す

種　
　

目

発
行
者
名
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科
書
名

新
し
い
国
語

新
し
い
書
写

中
学
社
会
地
理

中
学
社
会
歴
史

中
学
社
会
公
民

中
学
校
社
会
科
地
図

新
し
い
数
学

理
科
の
世
界
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

中
学
生
の
音
楽

中
学
生
の
器
楽

美　
　
　

術

新
し
い
保
健
体
育
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京
書
籍（
株
）

東
京
書
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株
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教
育
出
版（
株
）

教
育
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版（
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教
育
出
版（
株
）

（
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）帝
国
書
院

東
京
書
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株
）

大
日
本
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株
）

（
株
）教
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芸
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本
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株
）

東
京
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京
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京
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京
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国　
　

語
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写

地
理
的
分
野

歴
史
的
分
野

公
民
的
分
野

地　
　

図

一　
　

般

器
楽
合
奏

技　
　

術

家　
　

庭

英　
　

語

国　語社　　会
数　
　

学

理　
　

科

音　楽
美　
　

術 

保
健
体
育

技術・家庭外国語

新
し
い
技
術
・
家
庭

　
　

技
術
分
野

新
し
い
技
術
・
家
庭

　
　

家
庭
分
野

平戸地区

生月地区

田平地区

大島地区

１月３日（火）
午後１時～

１月３日（火）
午前10時～

１月４日（水）
午後１時30分～

１月４日（水）
午前10時～

平戸文化センター

生月町開発総合センター

田平町民センター

大島村離島開発総合
センター

地　区 とき（平成24年） と　こ　ろ

　

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

問
農
林
課
畜
産
班

　

☎
内
線
２
２
６
６

Ｎ
Ｅ
Ｗ　

Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｎ

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ　

Ｃ
ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
ｅ

問
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
推
進
班

　
（
平
戸
上
映
を
成
功
さ
せ
る
会
）

　

☎
内
線
２
６
２
４

映
画「
エ
ク
レ
ー
ル 

お
菓
子
放
浪
記
」が

上
映
さ
れ
ま
す

　９月24日から26日までの3日間、日本各地を旅する「将軍ツアー
（イギリスの旅行会社が主催）」に参加した８人の外国人旅行者が
平戸市を訪問しました。13日間のツアーで、東京、箱根、京都、
長崎、平戸に滞在。平戸でツアーのお世話をしている籠手田惠夫
さんのガイドで川内峠や根獅子、平戸城、生月などを巡り、平戸
港交流広場では和船に乗って櫓漕ぎも体験しました。８人の旅行
者は、平戸の自然や歴史、文化に触れる旅を楽しみました。

日本を旅する「将軍ツアー」で平戸を満喫
　田平町の権現太鼓は結成から23年が経ち、地域の行事に出演
し、地域の活性化に貢献しています。長年使っている太鼓や銅鑼
など用具の老朽化が進み、このほど宝くじの普及広報事業の一環
として行われている財団法人自治総合センターの助成を受けて、
太鼓の革を張り替え、銅鑼を購入しました。新たに用具が揃い、
権現太鼓保存会は「たびら夏祭り」や「平戸和蘭WEEK」、「ひらど
ツーデーウォーク」で演奏を披露しました。

地域の行事にも出演し、伝統を継承していきます。
ど　  ら

こ     て     だ    よし   お

ろ おらんだ

ごん げん

　

県
内
市
町
合
同
で
、
市
税
徴
収
の
た
め
差
押

動
産
の
合
同
公
売
会
を「
入
札
」お
よ
び「
せ
り

売
り
」方
式
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
18
日（
日
）午
前
９
時　

開

　

場（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

　

※

軽
自
動
車
、
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晶
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、
陶
磁
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な
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約
４
５
０
点
を
出
品
予
定
で
す
。

　

※

公
売
前
に
滞
納
税
が
完
納
さ
れ
た
場
合
、

　
　

公
売
中
止
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

映
画「
エ
ク
レ
ー
ル　

お
菓
子
放
浪
記
」は
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
宮
城
県
石
巻
市
を

中
心
に
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
映
画
は
、

地
方
発
の
映
画
と
し
て
、
宮
城
県
か
ら
全
国
に

発
信
す
る
た
め
、
完
成
ま
で
に
３
年
の
歳
月
を

か
け
て
制
作
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
を
通
じ
て
、
か
つ
て
困
難
な
時
代

で
の「
平
和
の
尊
さ
」と「
支
え
あ
う
人
の
心
の

や
さ
し
さ
」を
主
題
に
、
共
に
生
き
る
こ
と
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
す
。

　

東
日
本
復
興
を
祈
念
し
、
次
の
と
お
り
上
映

会
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
入
場
券
１
枚
に
つ
き
30
円
が
東
日
本

　

市
で
は
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
、
平
成 

21
年
７
月
か
ら
景
観
条
例
を
施
行
し
て
お
り
、

こ
れ
に
伴
い
長
崎
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
適
用

範
囲
が
市
内
全
域
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
21
年
７
月
以
降
、
屋
外
広

告
物（
①
）を
表
示
・
設
置
す
る
場
合
は
市
へ

の
申
請
が
必
要
で
す
。

　

一
定
基
準
の
自
家
広
告
物（
②
）は
、
申
請

が
不
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
都
市

計
画
課
ま
ち
づ
く
り
班
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
７
月
以
前
に
設
置
さ
れ
た

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
も
、
経
過
措
置（
平
成

24
年
７
月
）を
過
ぎ
る
と
申
請
が
必
要
な
場
合

が
あ
る
た
め
、
市
内
全
域
の
実
態
調
査
を
実
施

し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
申
請
方
法　

都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

　

産
業
建
設
課
、
各
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

　

請
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
申
請
し

　

て
く
だ
さ
い
。

　

①
看
板
・
建
看
板
・
張
り
紙
や
広
告
塔
・
広

　
　

告
板
な
ど
、
屋
外
で
常
時
ま
た
は
一
定
の

　
　

期
間
継
続
し
て
公
衆
に
表
示
を
す
る
広
告

　
　

物
な
ど
で
す
。

　

②
自
己
の
氏
名
、
店
名
、
商
標
、
営
業
内
容

　
　

を
表
示
す
る
た
め
、自
己
の
住
所
、事
業
所
、

　
　

営
業
所
な
ど
に
表
示
す
る
広
告
物
で
す
。

大
震
災
で
親
を
失
っ
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

金
と
し
て「
あ
し
な
が
育
英
会
」に
寄
付
さ
れ

ま
す
。

○
と　

き　

12
月
10
日（
土
）午
後
２
時
〜

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

○
入
場
料　

大
人　

１
，
０
０
０
円（
上
映
協

　

力
券
）、
小
中
高
生　

８
０
０
円（
当
日
券
の

　

み
）

　

※

上
映
協
力
券
は
、
生
涯
学
習
課
、
教
育
委   

　
　

員
会
各
分
室
、
各
公
民
館
、
お
よ
び
平
戸

　
　

文
化
セ
ン
タ
ー
で
事
前
に
購
入
で
き
ま
す
。

　

11
月
15
日
か
ら
平
成
24
年
２
月
15
日
ま
で

（
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
っ
て
は
３
月
15
日
ま

で
）狩
猟
が
解
禁
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

法
令
で
定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規

制
区
域
、
人
家
の
あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
な

ど
を
除
く
山
野
、
海
岸
な
ど
で
狩
猟
が
行
わ
れ

ま
す
。
狩
猟
期
間
中
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

①
山
歩
き
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、
行
程

　
　

が
狩
猟
の
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う

　
　

か
な
ど
、
事
前
に
安
全
確
認
を
行
う
。

　

②
山
野
の
歩
行
、
山
林
・
田
畑
で
作
業
を
す

　
　

る
場
合
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
す

　
　

る
よ
う
に
心
が
け
、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど

　
　

し
て
自
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ

　
　

う
心
が
け
る
。

　

③
単
独
行
動
は
避
け
、
登
山
歩
道
か
ら
外
れ

　
　

た
り
、
や
ぶ
の
中
に
入
っ
た
り
し
な
い
。

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
発
生
！

　

市
役
所
職
員
を
か
た
り
、
還
付
金
を
理
由
に

電
話
番
号
や
口
座
番
号
を
聞
き
出
す「
振
り
込

め
詐
欺
」の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

も
し
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た

ら
、
い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
相
手
の
指
示
す

る
番
号
で
は
な
く
、
必
ず
市
役
所
な
ど
担
当
窓

口
の
電
話
番
号
を
調
べ
て
事
実
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民

税
の
申
告
に
お
い
て
、
１
年
間
に
納
付
し
た
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
に「
社
会
保
険
料（
国

民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
際

に
添
付
が
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し

た
場
合
な
ど
、
10
月
１
日
以
降
に
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
に
つ
い
て
は
、

来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

　

各
地
区
の
成
人
式
の
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
市
内
の
中
学
校
で
使
用
さ

れ
る
、
教
科
用
図
書（
教
科
書
）が
決
ま
り
ま

し
た
。
教
科
書
の
見
本
は
、
平
戸
市
教
科
書
セ

ン
タ
ー（
平
戸
小
学
校
内
）に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。
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平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ

http://www15.ocn.ne.jp/~hirado/

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

募　

集

募　

集

申
・
問
総
務
課
人
事
班

　
　
　

☎
内
線
２
３
１
７

平
成
23
年
度
臨
時
職
員
の
登
録
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

申
・
問
平
戸
幼
稚
園

　
　
　

☎
22
‐
２
８
１
０

平
成
24
年
度
平
戸
幼
稚
園
園
児
を

募
集
し
ま
す

申
・
問
企
画
課
政
策
企
画
班

　
　
　

☎
内
線
２
３
３
６

企
画
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

政
策
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
班

　

☎
内
線
２
４
８
２

問
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
内
線
２
１
３
４

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

会
は
、
11
月
下
旬
に
開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に
し
た「
標
語
」を

募
集
し
ま
す

　

男
女
が
互
い
に
思
い
や
り
、
対
等
に
社
会
に

参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め「
標
語
」を

募
集
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
家
庭
や
職
場
、
学
校
、
地
域

な
ど
で
感
じ
て
い
る
こ
と
を「
標
語
」に
し
て

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

優
秀
賞
の
人
に
は
平
戸
の
記
念
品
を
贈
呈
し

ま
す
。

○
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

○
応
募
作
品　

市
内
在
住
の
人
一
人
２
点
ま
で

　

と
し
、
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

　

※

著
作
権
は
平
戸
市
に
帰
属
し
ま
す
。　

○
入
選
発
表　

12
月
下
旬
に
入
賞
者
へ
通
知
し

　

ま
す
。

○
応
募
締
切
日　

11
月
30
日（
水
）

○
申
込
先　

企
画
課
政
策
企
画
班
、
ま
た
は
各

　

支
所
市
民
協
働
課
、
各
出
張
所
、
各
公
民
館

○
応
募
方
法　

各
施
設
の
窓
口
に
備
え
付
け
の

　

応
募
用
紙
に
内
容
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　　　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
、
ま
た
は
各
支
所

産
業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数　

10
戸

　

①
平
戸
地
区　

４
戸

　

②
生
月
地
区　

３
戸

　

③
田
平
地
区　

３
戸

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

11
月
11
日（
金
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
抽
選

　

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

▼
Ｆ
Ａ
Ｘ　

22―

５
１
７
８

▼
Ｅ
メ
ー
ル

　

seisakukikaku@
city.hirado.lg.jp

Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
人
材
養
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス（
Ｄ
ｏ
ｍ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ 

Ｖ
ｉ
ｏ
ｌ
ｅ
ｎ
ｃ

ｅ
）の
略
で
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
密
接
な
関

係
に
あ
る
、
ま
た
は
あ
っ
た
人
か
ら
振
る
わ
れ

る
暴
力
の
こ
と
で
す
。

　

県
北
地
域
で
も
Ｄ
Ｖ
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
知
ろ
う
・
身
近
な
Ｄ
Ｖ
」

と
題
し
て
、Ｄ
Ｖ
防
止
啓
発
活
動
が
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き

　

第
１
回　

11
月
11
日（
金
）

　

第
２
回　

11
月
25
日（
金
）

　

第
３
回　

12
月
９
日（
金
）

　

い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

○
と
こ
ろ　

北
部
公
民
館

○
研
修
内
容

　

第
１
回　
「
Ｄ
Ｖ
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？
子
ど

　
　
　
　
　

も
に
影
響
す
る
Ｄ
Ｖ
」

　

第
２
回　
「
相
談
を
受
け
る
と
き
は
？
相
談

　
　
　
　
　

を
受
け
た
ら
ど
う
し
た
ら
い
い
の

　
　
　
　
　

？
」

　

第
３
回　
「
絵
本
と
事
例
で
学
ぶ
Ｄ
Ｖ
」

○
参
加
費　

無
料　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
の
使
用
が
多
く
な
り
、

空
気
も
乾
燥
す
る
た
め
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

季
節
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

今
月
９
日（
水
）か
ら
15
日（
火
）ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
大
切
な
生
命
、
財
産

を
火
災
で
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
認
識
し
、｢

火

の
用
心｣

を
心
が
け
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
す
。

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度

　

火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
起
こ
り

ま
す
。
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

南
部
地
区
で
移
動
市
長
室
と
市
民
総
合
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

　

市
長
へ
の
提
案
や
行
政
に
関
す
る
相
談
の
ほ

か
、
専
門
員
に
よ
る
人
権
、
登
記
、
心
配
ご
と

相
談
な
ど
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
相
談
で
き

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
お
守
り

し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
16
日（
水
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時

○
と
こ
ろ　

南
部
出
張
所

○
参
加
機
関　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、

　

平
戸
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
長
崎
行
政
評
価

　

事
務
所
ほ
か

市
政
懇
談
会
を
南
部
地
区
で
開
催
し
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
市
政
へ

の
ご
意
見
や
、
市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に「
市
政
懇
談
会
」を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
16
日（
水
）午
後
７
時
〜

○
と
こ
ろ　

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
集
会
室

○
募
集
対
象
者　

５
歳
・
４
歳（
平
成
18
年
４

　

月
２
日
〜
平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

　

児
）

○
保
育
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
２
時

○
保
育
料　

５
，
５
０
０
円（
月
額
）

　

※

こ
の
ほ
か
、
給
食
費
、
教
材
費
、
育
友
会

　
　

費
な
ど
月
額
６
，
５
０
０
円
か
か
り
ま
す
。

○
申
込
方
法　

平
戸
幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育

　

課
に
備
え
付
け
の
入
園
願
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
、
平
戸
幼
稚
園
に
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

○
申
込
期
間　

平
成
23
年
12
月
１
日（
木
）〜

　

平
成
24
年
１
月
31
日（
火
）

　

※

４
歳
児（
平
成
20
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　
　

ま
れ
た
幼
児
で
、
誕
生
日
を
迎
え
た
日
の

　
　

翌
日
よ
り
入
園
可
）の
随
時
入
園
も
受
け

　
　

付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
平
戸
幼
稚

　
　

園
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
の
登
録
を
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

○
採
用
期
間　

平
成
23
年
度
内
の
必
要
な
期
間

　

※

必
要
に
応
じ
て
選
考
採
用
し
ま
す
。
欠
員

　
　

な
ど
が
な
い
場
合
は
応
募
を
し
て
も
採
用

　
　

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
職
務
内
容　

事
務
補
助
、
看
護
師
、
保
育
士

　

な
ど

○
勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
〜
７
時
間
45
分

○
登
録
方
法　

市
販
の
履
歴
書
、
ま
た
は
総
務

　

課
人
事
班
・
各
支
所
市
民
協
働
課
に
備
え
付

　

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

　

※

看
護
師
、
保
育
士
と
し
て
登
録
を
す
る
人

　
　

は
、
免
許
証
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
く
だ

　
　

さ
い
。

　
※

登
録
の
有
効
期
限
は
平
成
24
年
３
月
31
日

　
　

ま
で
で
、
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

○
応
募
資
格　

地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格

　

事
項
に
該
当
し
な
い
人

○
日
額
賃
金　

５
，
５
０
０
円（
事
務
補
助
、
７

　

時
間
45
分
勤
務
の
場
合
）
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給
与
か
ら
所
得
税
を
差
し
引
い
て
、
国
に
納

め
る
義
務
の
あ
る
事
業
主
な
ど
の
源
泉
徴
収
義

務
者
に
対
し
、
平
成
23
年
の
所
得
税
の
年
末
調

整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
17
日（
木
）午
後
１
時
30
分
〜

　

午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
と　

き　

11
月
19
日（
土
）午
前
10
時
〜
午
後

　

２
時
、
20
日（
日
）午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

北
松
農
業
高
等
学
校

○
内　

容　

研
究
発
表
展
、
生
徒
が
生
産
し
た

　

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売
、
食
物
バ

　

ザ
ー
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
餅
つ
き
な
ど

　　

人
生
途
中
で
の
失
明
は
、
シ
ョ
ッ
ク
が
大
き

く
生
活
全
般
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
境
遇
の
仲
間
が
集
い
、
抱
え
て
い

る
悩
み
や
問
題
を
話
し
合
い
、
共
に
励
ま
す
た

め
、
次
の
よ
う
な
集
い
を
開
催
し
ま
す
。
参
加

費
は
無
料
で
す
。

○
と　

き　

11
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

　

３
時

○
と
こ
ろ　

医
療
法
人
白
十
字
会
戸
尾
ビ
ル
２

　

階
会
議
室（
佐
世
保
市
戸
尾
町
４‐

５
）

○
内　

容　

医
療
講
演
会
、
視
覚
障
害
者
用
福

　

祉
用
具
説
明
会
・
同
展
示
、
困
り
ご
と
相
談

　

室
な
ど

○
参
加
申
込
期
限　

11
月
21
日（
月
）ま
で

○
と　

き　

11
月
27
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後

　

２
時

○
と
こ
ろ　

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校（
佐
々

　

町
小
浦
免
１
５
７
２‐

26
）

○
内　

容　

訓
練
生
が
製
作
し
た
作
品
の
展
示

　

即
売
、
も
の
づ
く
り
広
場
、
地
域
物
産
展
、

　

福
引
き
抽
選
会
な
ど

　　

平
成
24
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
に
は
、
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）と
調
査
票
を

お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
ご

ろ
か
ら
平
成
25
年
２
月
ご
ろ
ま
で
の
間
に
、
裁

判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前

に
伝
え
る
も
の
で
す
。
調
査
票
は
、
裁
判
員
候

補
者
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の
回

答
の
内
容
に
よ
り
、
裁
判
員
候
補
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　　

長
崎
県
最
低
賃
金
が「
１
時
間
６
４
６
円
」

に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
法
に
基
づ

き
、
国
は
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
、

そ
の
最
低
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低

賃
金
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
ざ
ぼ
ん
の
収
穫
祭
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

12
月
４
日（
日
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

田
平
ざ
ぼ
ん
園（
田
平
町
下
寺
免
）

○
参
加
料
金（
お
土
産
付
き
）

　

・
大
人（
中
学
生
以
上
）１
，
０
０
０
円

　

・
子
ど
も（
小
学
生
以
下
）　

５
０
０
円

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で

も
雇
用
す
る
事
業
主
は
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事

業
主
の
人
は
早
急
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
平
戸
地
区
】

山
本　

望
睦 

諒
馬 

神
上

長
門　

奏
志 

し
お
り 

浦
の
町

鋒
屋　

優
心 

喜
徳 

幸
の
浦

石
田　

羽
海 

翼 

度
島
三
免

津
上　

音
桜
奈 

大
輔 

上
大
垣

本
山　

麗
子 

友
彦 

新
町

有
安　

蘭 

勝
也 

薄
香
越

吉
岡　

航
雅 

博
徳 

向
月

浦　

雅
治 

治
太
郎 

大
石
脇

木
村　

充
稀 

康
博 

上
大
垣

石
田　

裕
愛 

恒
一 

稗
田

山
口　

結
愛 

健
児 

明
の
川
内

川
嶋　

香
里
菜 

聡 

飯
良
第
1

田
川　

綾 

幸
恵 

川
内
浦

【
生
月
地
区
】

増
山　

夕
羅 

史
哉 

堺
目

【
田
平
地
区
】

木
村　

結
愛 

一
樹 

永
田

藤
澤　

颯
汰
朗 

弥
八 

上
里

岡　

愛 

知
広 

小
手
田

吉
川　

昊 

大
喜 

日
の
浦

吉
本　

吏
玖 

友
彦 

大
久
保

田
川 

芽
那 

昇
一 

生
向

工
藤　

幸
翔 

学 

大
久
保

山
口　

結
依 

辰
也 

万
場

森　

愛
奈 

啓
太 

小
崎

【
平
戸
地
区
】

山
口　

初
義 

64
歳 
9
／
15 

敷
佐

井
上　

ツ
ヱ 

89
歳 
9
／
17 

度
島
浦

吉
永　

誠 

79
歳 
9
／
18 

稗
田

長
嶋　

一
雄 

85
歳 
9
／
21 

新
町

柴
田　

信
子 

84
歳 
9
／
23 

大
野

里
﨑　

冨
貴
代 

88
歳 
9
／
23 

早
福

永
山　

千
鶴
子 

84
歳 
9
／
25 

石
原
田

唐
津
屋
美
佐
子 

51
歳 
9
／
27 

幸
の
浦

森
本　

一
代 

50
歳 
9
／
28 

下
中
野

野
口　

友
義 

62
歳 
9
／
29 

高
麗
町

𠮷
永　

久
美
子 

65
歳 
9
／
29 

下
中
野

立
石　

定
義 

68
歳 
9
／
30 

志
々
伎
岡

前
田　

育
多 

63
歳 
10
／
1 

西
の
久
保

野
口　

フ
ヂ
ヱ 

95
歳 
10
／
4 

深
川

小
田　

義
信 

77
歳 
10
／
6 

川
内
浦

福
口　

時
子 

71
歳 
10
／
10 

津
吉
元

米
倉　

フ
サ 

93
歳 
10
／
10 

上
大
垣

桑
山　

貞
子 

93
歳 
10
／
11 

大
山

畑
原　

フ
ヂ
エ 

68
歳 
10
／
11 

曲
り

久
保
田　

シ
ズ 

86
歳 
10
／
12 

大
野

【
生
月
地
区
】

岳
﨑　

栄
一
郎 

86
歳 
9
／
17 

元
触

塚
本　

伊
奈
夫 

83
歳 
9
／
18 

舘
浦
屋
敷

森　

キ
ヨ 

88
歳 
9
／
22 

山
田

田
代　

實 

81
歳 
9
／
26 

浦
南

山
下　

ヤ
ナ 

91
歳 
9
／
27 

舘
浦
屋
敷

藤
田　

ヤ
エ 

82
歳 
10
／
4 

舘
浦
浜

松
永　

ハ
ナ 

92
歳 
10
／
8 

山
田

神
田　

と
よ
み 

55
歳 
10
／
8 

山
田

加
場　

安
𠮷
郎 

88
歳 
10
／
9 

壱
部

塚
本　

銀
一 

90
歳 
10
／
9 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

松
本　

志
美
江 

77
歳 
9
／
17 

山
内

出
口　

博
明 

50
歳 
9
／
27 

山
内

浦
瀨　

千
代
子 

67
歳 
9
／
27 

釜
田

髙
田　

カ
ツ
ミ 

90
歳 
10
／
1 

福
崎

有
浦　

幸
八 

82
歳 
10
／
2 

米
の
内

井
川　

喜
久 

79
歳 
10
／
4 

下
里

松
田　

ト
ヨ
子 

80
歳 
10
／
9 

上
亀

長
島　

カ
ズ 

81
歳 
10
／
10 

永
久
保

山
本　

悦
三 

83
歳 
10
／
12 

万
場

【
大
島
地
区
】

池
田　

ト
ミ
子 

87
歳 
9
／
16 

的
山
在

古
川　

市
朗 

56
歳 
10
／
12 

的
山
在

　
　
　
　
　
　
　
（
9
／
16
〜
10
／
15
受
付
分
）

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

平
戸
税
務
署

☎
23-

２
１
３
１

問

「
み
ん
な
の
技
能
の
ひ
ろ
ば
」を
開
催
し
ま
す

佐
世
保
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
５
６-

62-

４
１
５
１

問

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
５-

８
０
１-

０
０
３
３

問

事
業
主
は
労
働
保
険
の
加
入
を
お
忘
れ
な
く

長
崎
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
５-

８
０
１-

０
０
２
５

問

中
途
視
覚
障
害
者
の
集
い
が
開
催
さ
れ
ま
す

佐
世
保
市
視
覚
障
害
者
協
会

☎
０
９
５
６-

24-

９
４
０
７

(

火
・
金
・
土
・
祝
日
休
み)

申
・
問

「
ざ
ぼ
ん
収
穫
祭
」を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
ら
ど
遊
学
ね
っ
と（
池
田
）

☎
22-

４
３
７
２

申
・
問

北
松
農
業
高
等
学
校

「
農
業
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す

北
松
農
業
高
等
学
校

☎
57-

０
５
１
２

問

ま
も
な
く
裁
判
員
制
度

名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す

長
崎
地
方
裁
判
所

☎
０
９
５-

８
２
２-
６
１
５
１

問

■９月末までの
　火災救急件数

（ 　）内は昨年同期（ 　）内は昨年同期

火災

救急

21件）

1,128件（1,173件）

■９月の交通事故

件　数

死　者

負傷者
（重傷）7名（軽傷）68名

（61件）

（　0名）

（81名）

49件

0名

75名

■「やらんば！平戸」応援寄附金

○堺　忠弘
　平成23年10月12日現在　
　５件　75,000円

(敬称略)

ご協力ありがとうございました。
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